日本の昔ばなしを読む（２）
eq \o(\s\up 23(こ　い),鯉)の報恩

（新潟県）

　

　むかし、あるところに婆さまと若者とがあった。若者はまい日、縄をなって町へもっていって売り歩いて、米だの味噌（みそ）だの買うて食うよな貧乏だった。

　ある日、若者はいつものとおり縄をもって町へ売りに行った。夕方になって家に帰りかけると、町で鯉を売っている人があった。鯉売りはいっぱい鯉をもって来ていたが、のこらず売ってしまったが、たった一匹だけ残って困っていた。何とかしてこの一匹も売ってしまいたいと思っていたが、その鯉は色鯉だったので、鯉売りは「やすくまけておくすかい、買わんか買わんか」といっていた。すると、買手が来て「安くまけりゃ、買うてもよいが」というた。すると、鯉売りは「安くまけておくすけい、買うてくらっしゃれ」というた。「いくらだい」「まあ、もうしまいもんだすけに、三貫（むかしの一文銭三千枚）にまけておくで」「三貫なんか高いすけ、二貫にしらっしゃれ」というたら、「まからんのだども、まあ、まけておくよ」といって、色鯉を二貫で売った。

　そこへちょうど、若者がやって来た。若者はそのお客に「お前、鯉なんか買うてどうするんだい」とたずねた。「おらあ色鯉で気にいらぬけども、安かったすかい買うたんだが、晩のおつゆにでもして食おうかと思うて」というた。若者は生きているのにかわいそうだと思うて、「お前、その鯉おれに売ってくんねいか」というた。そうしたら「お前、買うてどうするい」とたずねた。「何するというわけでもないけれども、わしに売ってくらっしゃい」「せっかく買うたんだすけい、売るわけにはいかねい。」若者は仕方がないので、「そんなら口銭（手数料）だすけい、どうでもわしに売ってくらっしゃい」というた。「口銭だすなら売ってもよいが、いくら出すい」「お前、いくらでこうたんだい」「二貫だ」「じゃ、三貫やることにしよう」「すんなら売る。」若者は買うことにきめた。縄売った銭がちょうど三貫あった。それで一文ものうなったけれども、まあ、鯉を助けることが出来たんだからと思うてあきらめて、鯉を道ばたの池に「もう、捕えられるでねいぞ」といって、放してやった。鯉は喜んで水のなかにもぐって行った。それから若者は家に帰った。

　ところが、婆さまは暗くなっても兄やが帰って来ないので、「どうしたのだろう、いつも明るいうちに帰って来るのに」と、心配していた。そこへ、兄やがしょぼんと帰って来た。婆さまは「兄や、兄や、お前はどうしてこんげに遅かったんじゃ」と問うたら、兄やはさっき鯉を買うたことをすっかり話した。「母さま、そんげのわけだすけ、米も買わんで帰って来たが、こん夜はお湯でも飲んでがまんしてくらっしゃれ」と、あやまった。すると、婆さまは「そうか、そうか。それも仕方がないことや」といって、その晩はまんま食わんで、お湯をのんで寝ることにした。

　婆さまがお湯をわかしていると、表でどんどん戸をたたくものがあった。誰だろうと思うて戸をあけて見たら、いとしげな（かわいらしい）娘が立っていた。婆さまが「何の用事だね」とたずねると、いとしげな娘は「わたしは、よそへ行こうと思うて来たども、日がくれて歩かれぬすけい、こん晩ここんちに泊めて貰（もら）わんやろか」とたのんだ。婆さまは「それあ、泊めてやってもよいけれども、おらんちは貧乏で、食べるものが何にもないで、いまも兄やと二人で、今夜はお湯ですごすことになったんだが、それでもよければとめてやるで」といった。「それでもよいすけに、泊めてくらしい」というた。婆さまが、兄やに聞いて見たら、「食うもんがないでよいというなら、泊めてやらっしゃれ」というので、泊めることになった。

　それから、あしたの朝になって娘はどこかに行くかと思うていたら、どこへも行こうともしなかった。そして「わたしはどこへも行きどころがないすけに、ここんちの下女にでも何でもおいてもらうわけには行かねやろか」とたのんだ。婆さまは「何、ばかみたいのこというんだい。おらんちはよんべもいうように、まんまも食わねいような貧乏の家だすけ、お前がいたって仕方がないだろうし、わしら親子二人きりだすけ、お前が一人いたたってどうでもないけれども、お前もそんなにいとしげな女だすけ、どこかよいところへ行った方がよいで」というた。けれども「何でもよいすけに、ここんちへおいてくれ」といって、しきりに頼んだ。「お前もよっぽどもの好きらしいの。そんならまんま食わんことがあっても、いいいうならおらっせい」といって、おくことにした。

　その娘はとてもよく働いた。朝は早うから起きるし、夜はいつまでもよなべしてまっ黒くなって働くので、村の評判になった。そのうちに、娘は「ここんちの嫁にしてもらうわけには行かんやろか」といった。婆さまは娘があんまりよい子だから「そんなら、おらの兄やの嫁になってくらっさりゃ、どのくらいよいか知んねいが、兄やの気持を聞いてみるおし」といって、兄やに聞いて見た。兄やも夫婦になるというので、一しょになった。そうしたら、その嫁があんまり器量がよいのと、働きもんだということが評判になって、殿さまに聞えた。

　ある日、庄屋どんがやって来た。「こらこら、おれは殿さまの使いでやって来たんだが、ここんちによい娘がいるそうだが、殿さまのところに奉公に出すようにしなされ」というた。兄やも婆さまもたいそうたまげて、どうしたらよいだろう、殿さまのいうことをきかなかったら、どんな目にあうかも知れないと心配して、嫁にどうしたらよいか相談した。嫁は「わたしはそんな人のところへ下女奉公に行くのなんかいやだ」というので、兄やは仕方なく、殿さまのところへことわりに行った。すると、殿さまは「下女奉公に出すのがいやなら、わしのいうもん持って来いば、かんべんしてやる。まず灰でなった縄をもって来う」といいつけた。

　兄やは、「おれはまい日、縄のうて商いしているけれども、灰で縄なんかのうたことがない。第一、灰でなんか縄なわれない。どうしたらよかろうか」と、青い顔して帰って来た。嫁は「どうだったい」と聞いた。兄やは「灰で縄のうて来いば、かんべんするというけれども、おれは灰で縄なんかのうたことがないすけ、どうしたらよいかと考え考え帰って来た。どうしたらよいもんだろうかの」というた。嫁は「そげのことぞうさもねいもんだ。お前、いつもの縄よりも少し大きくなわっしゃい。わたしがそれでこしらえます」というので、兄やはさっそく縄をこしらえた。嫁はそれを石の上で焼いて、すっかり灰にしてしもうた。そして「これをもって行かっしゃい」というので、見たらちょうど灰でのうたようになっていた。それをそっと殿さまのところにもって行った。それからまた、兄やは青い顔して帰って来た。

　こんどは「打たずに鳴る太鼓をもって来い、そうでなければかんべんならん」といわれた。それでまた嫁は考えた。翌朝になったら、嫁はふるいの網をとって、両方へ紙をはり隅へ小さな穴をあけて、そのなかへ蜂をたくさん入れた。そしてふるいを振ると、中で蜂があばれて紙にあたって、どんどこどんどこ鳴った。兄やは喜んで、それを殿さまのところへもって行った。ところがまたかんべんならぬといわれた。

　こんどはひさごの中に紙をはって、うるしを塗って金粉をまいてもって来いといわれた。兄やはまた心配して帰って来ると、嫁はまたしばらく考えていた。それからよいことがあるというて、兄やを山にうるしとりにやった。そして、嫁は家にいて紙とのりとを鍋に入れて、ぐつぐつ煮た。それから、紙のとけたのをふくべの中に入れて、紙がふくべのうちがわについたころ、火にかけてわかしていた。そこへ兄やがうるしをとって来たので、それをふくべの中に入れては出し、入れては出してうるしを塗った。そしてうるしのついたところに、金の粉をふくべの中に吹きこんで、うちがわにつけた。「兄や、兄やもう出来たぞ」といって、ふくべを渡した。

　兄やは、翌朝すぐに殿さまのところへもって行った。そうしたら殿さまは、ふくべの中に紙をはったり、うるしを塗ったりなんか出来そうもないことだと思って、ふくべを手にとって見たが、破ったところもついだところもないので、これはうそだといってふくべを破って見た。ところがちゃんと紙をはってあるし、うるしも塗ってあるし、金粉もふってあった。殿さまはこれを見てたいそうたまげて、「さてさて、おかしな奴だ。これはいったいどうしてやったこんだ」とたずねた。すると、兄やは「わしがしたんじゃない。みんな嬶（かかあ）がしたことだ」と、正直に話した。すると、殿さまは「それはかしこい嫁だ。わしがいくらめんどうなことをいうてもだめだから、かんべんしてやる。嫁は大事にしなされ。三つの謎をといたから褒美（ほうび）をやろう」といって、兄やにどっさり金をくれて帰した。

　それから、兄やと婆さまと嫁とは、一生楽に暮したそうだ。その嫁は、いつか助けられた鯉が化けて来て、恩返しをしたんだそうだ。

